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１．事務事業の類型  

 

１ 目的 

本市の行なっている各種の事業や経済活動は、市内だけに限らず広い範囲の環

境に影響を及ぼしている。そのため、市は自ら率先して環境を守るための取り組

みを進める必要がある。 

「秦野市公共工事における環境配慮指針」は、市が行う公共工事を実施するに

際して環境への負荷を低減するため、環境に配慮する事項を取りまとめ、地域の

環境問題に対処し、地球規模に及ぶ環境への影響を視野に入れながら、秦野の豊

かな環境を後世に継承することを目的とする。 

 

２ 環境配慮指針の適用 

この環境配慮指針は、工事の計画、設計、施行及び管理の各段階において、予

め検討することが必要と思われる環境への配慮事項を掲げたものであり、個別具

体的な事業の実施に当たっては、工事の特性、事業実施個所の地域特性などを考

慮しながら、環境配慮事項の積極的な適用を図る。 

 

３ 方針の適用時期 

令和２年４月１日から適用する。 

 

４ 環境配慮指針を適用する公共工事等 

 対象事業 対象事業規模 

１ 公共建築物整備事業 10,000 千円以上 

２ 道路整備事業 5,000 千円以上 

３ 下水道整備事業 5,000 千円以上 

４ 水道整備事業 5,000 千円以上 

５ 公園緑地整備事業 5,000 千円以上 

６ 河川、水辺整備事業 5,000 千円以上 

７ 廃棄物施設整備事業 5,000 千円以上 

８ その他 該当工事毎に検討する 

 

５ 環境配慮指針のチェック方法について 

(1)  構想、計画段階での配慮事項 

事業担当課の環境管理推進員（課等の長）が別紙「公共工事における環境配

慮指針チェック表」に基づきチェックし、建設担当課の環境管理推進員（課

等の長）が合議する。チェックする時点は、別紙「各工事の流れ」を参考に

し、各工事毎に適切な時期に実施する。 

(2) 設計段階での配慮事項 

建設担当課の環境管理推進員（課等の長）が別紙「公共工事における環境配 
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慮指針チェック表」に基づきチェックする。チェックする時点は、別紙「各

工事の流れ」を参考にし、各工事毎に適切な時期に実施する。 

(3) 施工段階での配慮事項 

建設担当課の環境管理推進員（課等の長）が別紙「公共工事における環境配

慮指針チェック表」に基づきチェックする。チェックする時点は、別紙「各

工事の流れ」を参考にし、各工事毎に適切な時期に実施する。 

(4) 維持管理段階での配慮事項 

事業担当課又は維持管理担当課の環境管理推進員（課等の長）が別紙「公共

工事における環境配慮指針チェック表」に基づきチェックする。チェックす

る時点は、別紙「各工事の流れ」を参考にし、各工事毎に適切な時期に実施

する。 

 

６ 実施状況の評価について 

自己評価を当面は基本とする。判断基準に関しては、事例が少ないため、当面

は判断の根拠を明確にし、それらの情報を蓄積する必要がある。 

配慮が必要な項目のうち実施した割合が 70％以上を「十分満足できる」、50

～70％までを「満足できる」、50％未満を「通常レベル」とする。 
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７ 事業別環境配慮指針の流れ 

公共工事環境配慮指針の流れ 
公共建築物の場合 公共工事環境配慮点検時期 道路整備の場合 
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公共工事環境配慮指針の流れ 
廃棄物処理施設の場合      公共工事環境配慮点検時期 

 

  

整備計画書の作成 

施設建設候補地の選定 

測量・地質調査 

建設準備手続き等（住民合意、造成工事

廃棄物循環型社会基盤整備 

事業計画の策定 

施設整備基本計画の策定 

環境影響評価 

都市計画審議会提出資料の作成 

参考見積仕様書の作成 

一般廃棄物処理基本形計画 
（ごみ性状調査） 

 
構想段階の配慮 

設計段階の配慮 

見積設計図書の技術審査 

発注仕様書の作成 

施工管理 

建設工事 

施設稼動 

施工段階の配慮 

維持管理段階の配慮 
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８ 公共工事における環境配慮指針チェック表 

別紙のとおり 
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制定改訂履歴 

版 改訂日付 改訂条項 改訂内容 
作 成 

（起案） 
審 査 

承 認 

（決裁） 

00 Ｒ２｡４.１  初版発行 太田浩一 高橋邦彦 藤間雅浩 

 
 

 


